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I はじめに
本報告は，女子短大生を対象に実施している「女子学生の生活感情の研究」の第町報である。
2) 
第I報では入学後まもない時点での生活感情の実態について，第H報では入学初期の生活感情
の変化について，第回報では入学時と l年修了時との聞の変化について報告した。
本研究は第回報の結果を追跡するために企画されたものである。すなわち， 1年修了時点で
認められた生活感情がその後の学生生活の中で変化するかどうか，変化するとすればどう変化
するのか，を調べようとした。
変化の状況をどの時点でとら えるかということについては論議の余地があるが，われわれの
研究では第皿報でも述べたように，年度変わりの時期を選び， 1年修了時，卒業時（ 3年課程
の場合には， 1年修了時， 2年修了時， 卒業時）で調査を実施することにした。この第百報は，
卒業（ 2年修了） の時点で得られた資料を中心に報告するものである。
E 方 法
1 . 「生活感情尺度Jの構成
第I～田報の研究で用いたものと同ーの調査票を使用した。重複を避ける意味で，ここでは
省略する。詳しくは，尺度作成者の解説書及び第I・ I報を参照してもらいたい。
2.対象および実施方法
対象者の構成の違いによる影響を除くために，第I.回報と同じ学生を対象に実施した。実
施時期は，卒業（ 2年修了）時点の 2月 （昭和田年）である。
同一学生の資料で比較すること から， 1年修了時（昭和57年） と卒業時の2回とも実施でき
た分に限って有効とした。その結果， 5系統学科の 551人について資料を得ることができた。
学科別の内訳は，美術系52，看護系57，教育系229，家政系157，体育系56となっている。
3.結果の処理
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第I～回報と同じであるので，ここでは省略する。
皿 結果および考察
1.女子学生全体の生活感情の変化
(1) 全尺度合計の変化
女子学生全体の変化から調べてみる。生活感情の全体像をあらわす全尺度合計は，表 lに示
すように， l年修了時133.32，卒業（2年修了）時138.11となっている。 尺度自体の全尺度合
計の中央値は120点であるから，いずれの時点でもややポジティブ（肯定的・積極的） な生活感
情にある といえる。 1年修了時から卒業時への変化は増加傾向を示しており，統計的にも有意
な差が認められる。つまり，よりポジテイブ（肯定的 ・積極的）な方向へ生活感情が変化した
といえる。この変化は，入学時からl年修了時への変化とちょうど逆方向のものである。
表1 女子学生全体（N =551）の平均値及び標準偏差
調一一査一時一円一一 一～一一尺一一度～ 全尺度合計 連帯 ー 孤 独 安定一不安定 充実一空虚
1 年 修了時（A) 133 .32 (19. 30) 44 .50 (7 .24) 44 .22 ( 6 .94) 44 .60 ( 8 .06) 
卒業（ 2年修了） 時 （B) 138 .11 ( 21.57) 46.16 (7 .60) 45 .77 (7 .36) 46.17 (9.04) 
平均値の差（B A) 十4.79 +1.66 +1.55 +1.57 
中日 関 係 数 +0.50 +0.56 +0.42 十0.46
平坊f直の差の検定結果 P < .001で有意 P < .001で有意 Pく.001で有意 P <.001で有意
1年修了時と卒業時との関連は，相関係数から判断されるように， かなりの相聞がある（つ
まり，本質的に関係がある）といえる。
(2）尺度レベルでの変化
これを尺度別にみると，表 1から明らかなように，いずれの尺度でも有意な差が認められ，
かつ， 1年修了時から卒業時へと増加している。すなわち，全尺度合計で認め られた増加は，
すべての尺度の増加の結果であり，連帯感 ・安定感 ・充実感がいずれも強くなる形で，生活感
情のポジティフ化 がおこったと いえる。
このような生活感情のポジティブ化は， 生活の大きな転機の存在（ 3年制の看護系を除き，
卒業時にあたる） により，第四報で述べた長期的 5月病による落ち込みからの回復（波動現象
としては上向きの変化） を意昧すると いえるのではなかろう か。
2時点の聞の関連は，いずれの尺度においてもかなりの相関がある（本質的に関係がある）
結果となっている。
(3) 工頁目レベルでの変化
さらに詳し くみるために，各尺度を構成している項’目の変化についても検討を加えてみよう
（表 2・図 1）。
連帯 孤独尺度では，統計的に有意な差を伴って8項目で増加している。すなわち，にき、や
かな，まとまった，協力的な， う
ちとけた，開放的な，指導力のあ
る，頼りになる， 愛情的なという
傾向を強めたのである。
安定一不安定尺度では， 6項目
で有意な差を伴って増加している。
これは，安定した，力あふれた，
しっかりした，信じやすい，調和
のとれた，楽観的な，という傾向
を強めたのである。
充実一空虚尺度では， 7項目で
有意な差を伴って増加している。
すなわち，楽ししヘ 喜ばしい，充
実した，あたたかな，満ちたりた，
成長してゆく，若々しいという傾
向を強めたのである。
2.所属学科別にみた生活
感情の変化
次に，第I・田報と同様に，所
属学科別に分けで検討してみよう。
これは同じ短大であっても，学科，
専門コースによって学ぶ内容が大
きく異なり，それぞれに特色があ
るのであるから，それを選んで、入
学してくる学生にも特徴があり，
生活感情においても違いがあるで
あろうし， 1年後，2年後におけ
る変化もまた違うであろうという
想定に立っている。
(1）全尺度合計の変化
表 3は， 5系統学科に分けた場
合の，学科別の全尺度合計の得点
の変化をみよう としたものである。
l年修了時と卒業 （2年修了） 時
との比較から，生活感情得点、は，
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表2 女子学生全体 （N =551）の項目評定点平均値
（標準偏差）及び平均値の差の検定結果
みよご l年修了H寺 卒業 時 相関係数 平均値の差(2年修了時） の検定結果
にぎや か な 4 .49( 1.23) 4 .69(1.19) +0.32 ＊＊ 
ま と ま った 3 .82( 1.22) 3 .99( 1.35) 十0.37 ＊＊ 
協力 的な 4 .84( 1.06) 5 .13( 1.05) +0.38 ＊＊＊ 
うち と けた 4 .62( 1.34) 4 .80( 1.36) +0.39 ＊＊ 
開放的 な 4 .67(1.24) 4 .83(1.31) +0.33 ＊ 
仲間 の 多 い 5 .10(1.02) 5 .13( 1.06) 十0.53 N. S 
指導力のある 3 .89( 1.07) 4 .02( 1.12) +0.54 ＊＊ 
集団的な 4 .26( 1.25) 4 .33( 1.23) +0.44 N. S. 
頼 りに な る 4.20( 1.13) 4 .37( 1.11) +0.49 ＊＊ ＊ 
愛情的 な 4 .62( 1.22) 4 .87( 1.28) 十0.55 ＊＊＊ 
安定 した 3 .89( 1.38) 4 .13( 1.47) +0.32 ＊＊＊ 
お ち つ い た 4 .17(1.31) 4 .29( 1.33) +0.33 N. S. 
おだや か な 4 .41 (1.24) 4 .52( 1.24) +0.43 N. S. 
健 康 な 5 .29( 1.29) 5 .41( 1.32) +0.38 N. S. 
カあふ れた 4 .27(1.28) 4 .56( 1.29) +0.29 ＊＊＊ 
静 か な 3 .89(1.18) 3 .89(1.18) 十0.46 N S 
しっかりした 4 .56( 1.02) 4 .68( 1.01) +0.37 ＊ 
信じ やす い 4.97(1.39) 5 .10( 1.31) +0.46 ＊ 
調和のと れた 4.38( 1.07) 4 .58( 1.13) +0.33 ＊＊＊ 
楽観的 な 4.38( 1.42) 4 .62 (1.41) +0.45 ＊＊＊ 
明 る 5 .07( 1.17) 5 .05(1.35) +0.41 N. S. 
楽 し し当 4 .30( 1.31) 4 .50( 1.38) +0.33 ＊＊ 
喜ば しい 4.31(1.05) 4 .50(1.12) +0.30 ＊＊＊ 
充 実 した 3 .95( 1.29) 4.17(1.31) +0.35 ＊＊＊ 
あ たた かな 4.74(1.11) 4 .92( 1.09) +0.36 ＊＊＊ 
前 向 き な 4. 73( 1.C4) 4 .83( 1.20) +0.23 N. S. 
望みのある 4.64(1.19) 4.69( 1.24) +0.31 N. S. 
j荷 ちたりた 3. 76( 1.31) 4 .03(1.35) +0.30 ＊＊＊ 
成（無長限しにて）ゆく 4 .41(1.2功 4 .69(1.24) +0.29 ＊＊＊ 
若々 しい 4 .68(1.27) 4 .80( 1.38) +0.43 ＊ 
(i主）* * * : P <. 001で有意，＊* : P <. 01で有意，＊ :P <. 05
で有意，N.S.：；有意差なし
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看護系で減少，美術系で変化な し，その他の3学科で増加という結果になっている。 特に看護
系の減少が目立っている。統計的に有意な差が認められたのは， 看護系，家政系，体育系，教
育系の4学科においてである。 このよ うに，女子学生全体としては増加していたのであるが，
学科によって変化の仕方が異なっている。入学時と 1年修了時との比較では，美術系の増加，
その他は減少という結果になっていた。波動現象の解釈からすると，看護系の一層の減少が違
った方向をたどったものと して注目される。ただ， この系統学科のみ卒業という生活上の大き
な転機に さしかかっていない時期のものであるので，同様な見方でとらえない方が適当なのか
もしれない。
表3 全尺度合計の所属学科別平均値及び標準偏差
！~と群 看 護 系 家政系 体 育系 美 術系 教育系(n =57) ( n =15η (n =56) (n =52) (n =229) 
l年修了時（A) 125 .74 (19. 36) 133 .03 (19. 34) 133 .30 ( 20. 47) 133 .83 ( 16. 45) 135 .29 ( 19. 12) 
卒業（ 2年修了）時（ B) 109 .18 ( 2D. 95) 140.91 (17.91) 143.93 (20.47) 133 .83 ( 18. 88) 142 . 95(18. 90) 
平均値 の差 （B← A) 一16.56 +7.88 + 10. 63 0.00 +7.66 
中目 関 係 数 十 o.58 +0.49 +0.46 +0.63 +0.47 
平均値の差の検定結果 P < .001で有意 P <.001で有意 P <.001で有意 有意差な し P <.001で有意
(2）尺度レベルでの変化
以上の全尺度の変化は，3尺度に一様に認められるのか，それとも特定の尺度だけに認めら
れるのか，この点を検討することによって，変化の内容がいっそう詳細に明らかにされるであ
ろう。
表4～6に示すように，全尺度でみられた変化は各学科とも 3尺度に一様に認められる。す
なわち，看護系では 3尺度とも減少の傾向を示し，美術系では有意差の認められる変化はなく，
他の3学科では 3尺度とも有意差を伴って増加の傾向を示している。
(3）項目レベルでの変化
さらに，より詳細に結果を読みとるために，項目レベルでの変化をみてみよう。表 7～ 9は，
学科ごとの項目別比較を示したものである。 1年修了時から卒業（ 2年修了） 時への変化とし
て指摘できる点を，統計的に有意な差を示した項目で示してみると，次のようになる。
表4 連帯孤独尺度の所属学科別平均値及び標準偏差
調よ7く：と群 看護系 家政系 体育系 美術系 教育系(n =57) ( n =15η (n =56) (n =52) ( n =229) 
l年修了 時（A) 41. 79 ( 7 .00) 43. 97 ( 6 .96) 46. 52 ( 7 .38) 42. 71( 6 .54) 45.45 (7.27) 
卒業（ 2年修了）時（B) 38.26 (7.73) 47. 03 ( 6 .27) 49.13 ( 6 .94) 42. 00 ( 6 .32) 47. 76 (7 .19) 
平均値の差（B-A) -3.53 +3.06 +2.61 -0.71 +2.31 
中日 関 係 数 +0.59 +0.52 +o .42 +0.61 +0.56 
平均値の差の検定結果 P < .001で有意 Pく.001で有意 P <.05で有意 有意差なし P <.001で有意
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表5 安定 不安定尺度の所属学科別平均値及び標準偏差
ぷ子~ 看 護系 家政系 体育系 美術 系 教育系(n =57) ( n =157) (n =56) (n =52) ( n =229) 
l年修了日寺 （A) 42. 42 ( 6 . 74) 43. 98 ( 6 .85) 43. 29 ( 7 .53) 45. 13 ( 6 .31) 4. 85 ( 6 .92) 
卒業（2年修了）時（B) 36. 95( 6 .70) 46. 55 ( 6 .36) 46. 88 ( 7 .32) 45. 65( 7 .84) 47.20 (6.51) 
平均値 の差（B A) -5.47 十2.57 +3.59 +0.52 +2.35 
中目 関 係 数 +0.46 十0.39 +0.43 +0.61 +0.41 
平均値の差の検定結果 P <.001で有意 P < .01で有意 P< .01で有意 有意差なし P < .001で有意
表6 充実一空虚尺度の所属学科別平均値及び標準偏差
4子~ 看護系 家政 系 体育系 美術系 教育系(n =57) ( n =15η (n =56) (n =52) ( n =229) 
l年修了時（A) 41. 53 ( 7 .82) 45. 08(8.1η 43. 50( 8 .3) 45. 98( 8 .02) 44. 98 (7 .76) 
卒業（ 2年修了）時（B) 33. 96( 8 .66) 47. 33 ( 7 .64) 47.93(9.29) 46. 17 ( 7. 74) 47. 99( 7 .82) 
平均値 の差 （B A) -7.57 +2.25 +4.43 十0.19 十3.01 
中目 関 係 数 +0.48 +0.52 +0.51 +0.60 十0.36
平均値の差の検定結果 P < .001で有意 P < .001で有意 P < .001で有意 有意差なし Pく.001で有意
①看護系では，連帯一孤独尺度 5項目，安定一不安定尺度 7項目，充実一空虚尺度 9項目
（合計21項目）で有意な差が認められ， いずれも減少した結果となっている。すなわち， 2年
修了時点での看護系の学生は， 1年修了時に比べて，よ りバラバラな，閉鎖的な， それほど仲
間の多くない，やや個人的な，頼れない，不安定な，おちつかない，激しい，それほど健康で
ない，無力な，弱々しい，不調和な，暗い，苦しい，むなしし＼寒々とした，後向きな，望み
のない，不満足な， 坐折しそうな，年寄りじみたという感情を強めている。
② 家政系では，連帯一孤独尺度 8項目，安定一不安定尺度 8項目，充実一空虚尺度 5項目
（合計21項目）で有意な差が認められ，いずれも増加の形をと っている。つまり，卒業時の家
政系の学生は， 1年修了時と比べて，にぎやかな，まとま った，協力的な， うちとけた， 開放
的な，指導力のある，頼りになる，愛情的な，安定した，おちついた，健康な，力あふれた，
静かな，しっかりした，調和のとれた， 楽観的な，楽しい， 充実した，あたたかな，満ちたり
た，成長してゆく という感情傾向を深めたのである。
③ 体育系では，連帯一孤独尺度 3項目， 安定一不安定尺度 6項目，充実空虚尺度 4項目
（合計13項目）で有意な差が認められ，いずれも増加の形をとっている。つまり，卒業時の体
育系の学生は， 1年修了時点よりも，にぎやかな，協力的な，開放的な，安定した，おだやか
な，健康な，力あふれた，調和のとれた，楽観的な，楽しい， 喜ばしい，あたたかな，満ちた
りたとい う傾向を強めたのである。
④ 美術系では，安定一不安定尺度の 1項目で有意差が認められたにすぎない。すなわち，
卒業時点、での美術系の学生は， l年修了時よりも，力あふれたとい う感情を強くもつよ うにな
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表7 所属学科別項目評定点平均値（標準偏差）及び平均値の差の検定結果（ 1) 
尺日： 看護系（n=57) 家 政 系（ nニ 157)l年修了時 2年修了時柑関係数 検結定果 l年修了時 卒業時 相関係数 検定度 結果
にぎやかな 4 .19( 1.25) 3 .93(1.34) +0.21 N. S. 4.51(1.1η 4.82(1.09) +0.39 ＊ 
まとまった 3 .58(1.15) 3 .04( 1.32) +0.47 ＊ 3.80(1.18) 4 .15(1.14) +0.38 ＊＊＊ 
連 協力的な 4.63(0.95) 4 .44( 1.12) 十0.41 N. S. 4 .68(1.04) 5.17(0.95) +0.36 ＊＊＊ 
うちとけた 4 .19( 1.36) 3 .93( 1.42) +0.42 
帯
N. S. 4.55(1.34) 4 .89( 1.24) 十0.30 キ＊
開放的な 4 .37( 1.25) 3 .82(1.44) +0.26 ＊ 4.70(1.10) 4 .95( 1.16) +0.28 ＊ 
仲間の多い 4 .75( 1.03) 4 .40( 1.09) +0.59 ＊ 5 .06( 1.01) 5 .18( 0 .91) 十0.50 N. S. 
f瓜
指導力のある 3 .49( 1.05) 3 .35( 1.05) +0.43 N. S. 3.74(1.04) 3 .98( 1.10) +0.63 ＊ 
1虫 集団的な 4 .37(1.21) 3.70(1.20) +0.33 ＊＊＊ 4.38(1.21) 4.58(1.16) +0.42 N. S.
頼りになる 3.88(1.20) 3 .56( 1.08) 十0.49 ＊ 4 .04(1.14) 4 .45( 0 .98) +0.52 ＊＊＊ 
愛情的な 4 .33(1.17) 4 .09( 1.25) +0.58 N. S. 4 .50( 1.28) 4.85(1.24) +0.64 ＊＊＊ 
定定した 3 .61 (1.32) 2.84(1.23) +0.43 ＊＊＊ 3 .87( 1.39) 4 .31 ( 1.38) +0.26 ＊ 
:f,＇ちついた 4 .1 (1.21) 3 .42( 1.21) +0.26 ＊ 4 .09( 1.34) 4 .39( 1.30) 十0.38 ＊ 
安 あ、だやかな 4 .25( 1.25) 3 .77( 1.15) +o.53 ＊ 4 .45( 1.14) 4 .49( 1.17) +0.37 N. S.
山疋
f建 康 な 5 .37(1.29) 4.05(1.56) 十0.40 ＊＊＊ 5.32(1.28) 5 .54(1.12) 十0.51 ＊ 
力あふれた 4.16(1.2日 3 .19( 1.18) +o.oo ＊＊＊ 4 .27( 1.30) 4 .55( 1.13) 十0.36 ＊ 
毒事 か な 3.89(1.10) 3 .95( 1.03) +0.53 N. S. 3 .75( 1.15) 3 .97(1.13) +0.58 ＊ 
不
しっかりした 4 .47(1.01) 4 .12( 1.01) +0.42 
安
＊ 4 .42( 1.05) 4 .68( 0 .89) +0.35 ＊ 
｛ 疋 信じやすい 4 .47( 1.26) 4 .44(1.31) +0.33 N. S. 5 .08( 1.41) 5 .13(1.23) 十0.41 N. S.
調和のとれた 4.04(1.1的 3 .44(1.15) +0.49 ＊＊＊ 4 .39( 1.06) 4 .78(1.01) 十0.24 ＊＊＊ 
楽観 的 な 4 .05( 1.39) 3.72(1.35) +0.46 N. S. 4 .34(1.4η 4.71(1.39) +0.60 ＊＊＊ 
日月 る L、4.63(1.21) 3 .46( 1.45) +o.36 ＊＊＊ 5 .15( 1.10) 5 .24( 1.19) +0.41 N. S. 
楽 し しミ 3 .74( 1.03) 2 .74(1.19) +0.33 ＊＊＊ 4 .34( 1.38) 4.77(1.14) +0.33 ＊＊＊ 
充 喜ばしい 3 .82( 0 .9) 3 .61(1.0η +0.48 N. S. 4 .36(1.11) 4 .51 (1.13) +0.36 N. S.
実 充実した 3.63(1.31) 
3 .07( 1.20) +0.35 ＊ 3 .95(1.38) 4 .26( 1.14) +0.39 ＊ 
あたたか な 4 .51 ( 1 .01) 3 .82( 1.19) +0.41 ＊＊＊ 4 .71 ( 1.15) 5 .13( 0 .93) +0.32 ＊＊＊ 
前向きな 4 .74( 0 .98) 3.79(1.33) +0.08 ＊＊＊ 4.68(0.94) 4.78(1.10) +0.39 N. S. 
空
望みのある 4 .70( 1.24) 3 .70(1.31) +0.35 ＊＊＊ 4. 71 (1.11) 4.73(1.1心 +0.30 N. S. 
虚 i荷ちたりた 3 .26( 1.30) 2 .68( 0 .94) +0.41 ＊ 3 .87(1.35) 4 .20( 1.27) +0.33 ＊ 
成（無長限しド）てゆく 4 .25( 1.39) 3 .46( 1.30) +0.25 ＊＊＊ 4 .34( 1.11) 4 .73( 1.06) +0.25 ＊＊＊ 
若々しい 4.25(1.20) 3 .63(1.24) +o.34 ＊ 4 .97( 1.30) 4 .99(1.22) +0.35 N. S. 
(i主） * * * : P <.001で有意，＊* : P <. 01で有意，＊ : P <. 05で有意， N.S.：有意差なし
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表8 所属学科別項目評定点平均値 （標準偏差）及び平均値の差の検定結果 （2) 
尺ド： 体育系（n=56) 美 事m 系（ n=52) 1年修了時卒業時相関係数 検結定果 1年修了時 卒 業時 相関係数 検定度 結果
にぎやか な 4 .50( 1.36) 4.95(1.1θ 十0.15 ＊ 4 .58( 1.01) 4.48(1.12) +0.47 N. S.
まとまった 3 .80(1.14) 4.14(1.4θ +0.20 N. S. 3 .92(1.33) 3 .69( 1.42) 十0.50 N. S. 
連 協力的な 4 .86(1.37) 5.36(1.03) +0.41 ＊ 4.87(0.96) 4 .54( 1.22) +0.41 N. S. 
帯
うちとげた 4.77(1.24) 5 .09( 1.20) 十0.23 N. S. 4 .31(1.31) 4 .46( 1.22) +0.55 N. S. 
開放的な 4.88(1.18) 5 .34( 1.04) 十0.15 ＊ 4.52(1.28) 4 .38( 1.23) 十0.15 N. S. 
仲間の多い 5 .48( 0 .98) 5 .29( 1 .21) +0.40 N. S. 4 .92(1.03) 4.73( 1.08) +0.46 N. S.
孤
指導力のある 4.25(1.02) 4 .55( 1.08) +0.33 N. S. 3 .69( 1.03) 3 .73( 0 .92) +0.52 N. S. 
独 集団的 な 4 .50( 1.54) 4.71(1.16) +0.37 N. S. 3 .35( 1.21) 3.35(1.0功 +0.35 N. S. 
頼りになる 4 .59( 1.07) 4 .63(1.17) +0.39 N. S. 4 .27(1.04) 4 .10( 0 .99) +0.71 N. S. 
愛情 的な 4 .89( 1.13) 5.07(1.22) +o.55 N. S. 4 .29(1.15) 4 .54( 1.2θ +0.50 N. S.
安定 した 3 .70( 1.43) 4.38(1.58) 十0.36 ＊ 4.08(1.3θ 4 .13( 1.45) +0.44 N. S. 
おちついた 3 .98( 1.45) 4 .27( 1.36) +0.48 N. S. 4 .58( 1.25) 4.58(1.35) 十0.45 N. S. 
安 おだやかな 4.16(1.39) 4.63(1.14) +0.50 ＊ 4.60(1.2η 4 .65( 1.31) +0.56 N. S. 
山疋
f建 l奈 な 5 .20( 1.38) 5 .66( 1.46) 十0.28 ＊ 5 .37( 1.21) 5.17(1.24) +0.34 N. S. 
力あふれた 4 .25( 1.31) 4 .86(1.43) +0.21 ＊ 4.27(1.2① 4 .65( 1.05) 十0.35 ＊ 
青事 か な 3 .84( 1.21) 3.59(1.28) 十0.37 N. S. 4.17(1.16) 4.23(1.12) +0.52 N. S.
不
しっかりした 4 .55( 1.02) 4 .86( 0 .85) +0.24 
安
N. S. 4 .67( 0 .99) 4 .65( 1.02) +0.50 N. S. 
p疋』 ｛言じやすい 5.00(1.58) 5 .13( 1.43) +0.38 N. S. 4 .40( 1.50) 4 .63( 1.39) +0.57 N. S. 
調和のとれた 4.32(1.20) 4.75(1.06) +0.30 ＊ 4 .35( 1.07) 4 .31 ( 1.25) +0.50 N. S.
楽観的な 4 .29( 1.45) 4 .77(1.49) +0.49 ＊ 4 .65( 1 .28) 4.63(1.19) 十0.29 N. S. 
日月 る L、5 .18(1.34) 5 .39(1.36) 十0.30 N. S. 4 .87(1.11) 4 .56( 1.1η 十0.34 N. S. 
楽 し L、3.98(1.34) 4 .79(1.46) +0.49 ＊＊＊ 4 .62( 1.29) 4 .44( 1.25) +0.39 N. S. 
充 喜ばしい 4.05(1.06) 4 .71 ( 1.19) +0.38 ＊＊＊ 4.31(0.8カ 4.46(0.8η +0.53 N. S.
実
充実した 3 .82( 1.21) 4 .21 (1.4η 十0.37 N. S. 4 .21 (1.26) 4 .27( 1.19) +0.56 N. S. 
あたたかな 4 .45( 1.18) 4 .93(1.29) 十0.49 ＊ 4 .79( 1.21) 4 .85( 1.0① +0.38 N. S. 
前向き な 4 .63( 1.09) 4 .89( 1.26) 十0.16 N. S. 4 .85(1.17) 4 .92( 1.05) +0.13 N. S. 
空
望みのある 4 .55( 1.21) 4 .68(1.43) +0.37 N. S. 5 .13(1.18) 5.04(1.13) +0.50 N. S. 
虚 J荷ちたりた 3 .39(1.38) 4.20(1.47) 十0.35 ＊＊＊ 4.04(1.26) 4 .06(1.31) 十0.41 N. S. 
成（無長限しド）てゆく 4 .50( 1.25) 4 .80(1.36) +0.22 N. S. 4 .63( 1.64) 5.02(1.23) +0.42 N. S. 
若々しい 4 .95( 1.34) 5 .32( 1.50) +0.50 N. S. 4.54(1.1η 4 .56( 1.25) +0.37 N. S. 
（注） * * * : P <.001で有意，＊* : P <.01で有意，＊ : P <. 05で有意， N.S.：有意差なし
表9 所属学科別項目評定点平均値（標準偏差）及び平均値
の差の検定結果（ 3) 
尺汗ご： 教育系（n =229) 度 l年修了時卒業時相関係数結検定果
にぎやかな 4 .52(1.28) 4 .77( 1.17) 十0.31 ＊ 
まとまった 3.88(1.24) 4.16(1.32) +0.35 ＊ 
連 協力的な 5 .00( 1.02) 5 .35( 0 .94) 十0.37 ＊＊＊ 
うちとけた 4.80(1.32) 4.96(1.38) +0.39 N. S. 
帯
開放的な 4 .70( 1.31) 4 .97( 1.30) +0.41 ＊ 
仲間 の多 い 5 .16( 0 .99) 5 .34( 1.00) 十0.57 ＊ 
J瓜
指導力のある 4 .04( 1.06) 4 .14( 1.11) +0.51 N. S. 
独 集団 的 な 4 .30( 1.1) 4.44(1.18) 十0.47 N. S. 
頼りになる 4.28(1.11) 4.52(1.12) +0.46 ＊ 
愛情的な 4 .78(1.19) 5 .11( 1.24) +0.47 ＊＊＊ 
安定 し た 3.99(1.35) 4 .26 ( 1.41) +0.29 ＊ 
おちつ い た 4.20(1.26) 4 .38( 1.30) +0.24 N. S. 
｛ 女 おだや かな 4 .45( 1.25) 4.67(1.24) +0.41 ＊ 
健 康 な 5.25(1.28) 5 .65( 1.14) +0.43 ＊＊＊ 
ム疋
カあ ふれた 4 .31 ( 1.26) 4 .81 ( 1 .23) 十0.36 ＊＊＊ 
替 か な 3.93(1.19) 3 .81( 1.20) +0.40 N. S. 
不
しっかりした 4 .66(1.00) 4 .79( 1.07) +0.37 N. S. 
｛ 女
F疋』 信じやす い 5 .14( 1.26) 5.34(1.24) 十0.47 ＊ 
調和のとれた 4 .48( 1.00) 4 .75(1.00) 十0.27 ＊＊＊ 
楽観的 な 4 .44(1.40) 4 .73( 1.38) +0.35 ＊ 
明 る しミ 5.15(1.14) 5.33(1.15) +0.42 ＊ 
楽 し しミ 4.42(1.2η 4 .70( 1.26) +0.22 ＊ 
充 喜ばし しミ 4 .45(1.01) 4.67(1.05) +0.08 ＊ 
充 実し た 4 .00( 1.23) 4 .34( 1.29) +0.26 ＊ 
実
あたたかな 4.88(1.03) 5 .07( 0 .96) 十0.32 ＊ 
前向き な 4 .76( 1.07) 5 .09(1.10) +0.25 ＊＊＊ 
二7工b: 
望みの ある 4.50(1.21) 4 .83( 1.13) +0.28 ＊＊ 
虚 j筒ちたりた 3.83(1.23) 4 .21 (1.29) +0.17 ＊＊ 
成（無長限に）してゆく 4 .43( 1.29) 4 .86( 1.13) +0.30 ＊＊ 
若々 し L、4.56(1.22) 4 .89( 1.35) +0.46 ＊＊＊ 
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ったといえる。
⑤ 教育系では，連帯一孤独尺
度 7項目，安定一不安定尺度 7項
目，充実一空虚尺度1〔唄目 （合計
24項 目）で有意差となっており，
いずれも増加した結果と なってい
る。したがつで，教育系の学生は，
l年修了時よ りも，にぎやかな，
まとまった，協力的な，開放的な，
仲間の多い，頼りにな る，愛情的
な，安定した，おだやかな， 健康
な，力あふれた，信じやすい，調
和のと れた，楽観的な，明るい，
楽しい，喜ばしい，充実した， あ
たたかな， 前向きな， 望みのある，
満 ちたりた， 成長してゆく ，若々
しいという傾向を卒業時において
強めたのである。
N おわりに
以上， 女子短大生を対象に，卒
業 （2年修了）時点で生活感情の
調査をおこない， l年修了時点の
結果と比較しながら若干の検討を
試みた。そ して，次に要約する よ
うなことが明らかになった。
① 1年修了の時点でポジテイ
ブな傾向を弱める形でネガティブ
化が認められた生活感情は，卒業
( 2年修了）時点ではポジティブ
化が認められる。
② ポジティブ化は三つの尺度
全部に認められ，連帯感・安定感・
充実感を強めた結果となっている。
（注） * * : P < . 001で有意，＊* : P <. 01で有意，＊ ：P <. 05で これは，第回報で述べた長期的五
有意， N.S.：；有意差なし
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月病からの回復，波動現象の存在を裏付けるものである。
③ 所属学科別にみてみると，教育系 ・家政系 ・体育系のポジティ ブ化，美術系の無変化，
看護系のネガティブ化が認められる。三つの尺度でも，同様な傾向の変化がそれぞれの系統の
学科で認められる。
④ 入学時から 1年修了時への変化を考慮に入れ検討してみると， 波動現象の解釈からはず
れることになるのは看護系の変化である。 この学科の場合，入学時から l年修了時へとネガテ
イブ化がおこり，さらに l年修了時から 2年修了時へとネガティブ化が一層強ま っている。し
かし，他の群が卒業という一大転機の時期での測定であったのに対して，看護系ではそういう
時期にはあたっていなしミ。この点，今後の追跡的研究によって意味づけが可能となるのではな
いかと思う。
この報告では，第皿報と同様な観点から資料整理をおこない， 1年修了時から卒業 （2年修
了）時への変化をみてみた。入学時 ・l年修了時 ・卒業時の 3時点で資料が得られた者につい
ての検討を第V報でおこない， 詳細で、総合的な考察を試みる予定である。
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